
エボラ出血熱対策関係閣僚会議の開催について 

 

平成 26年 10月 28日 

閣 議 口 頭 了 解 

 

１ 西アフリカで感染が拡大しているエボラ出血熱について、世界保健機関が

国際的に懸念される公衆の保健上の緊急事態であることを宣言し、その後も

感染がさらに拡大している現下の状況に鑑み、海外で邦人の感染が確認され

た場合及び国内で感染が確認された場合に備えるとともに、それらの感染が

確認された場合に適切に対応するなど、関係行政機関の緊密な連携の下、政

府一体となって対応するため、エボラ出血熱対策関係閣僚会議（以下「会議」

という。）を開催する。 

 

２ 会議の構成員は、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、外務大臣、財務大

臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通

大臣、環境大臣、防衛大臣、国家公安委員会委員長及び内閣官房長官とする。 

  会議には、必要に応じ、その他関係者の出席を求めることができる。 

 

３ 会議は、内閣総理大臣が主宰する。 

 

４ 会議の庶務は、厚生労働省等関係行政機関の協力を得て、内閣官房におい

て処理する。 

 

 


